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我が国の初等教育の特徴と教職の意義

－幼児教育と小学校教育＆学びの<In･About･For>－
木村吉彦（教育実践高度化専攻・教職デザインコース）

プロローグ：学校教育法第１条＜学校の範囲＞

Ⅰ．幼児教育と小学校教育の違いと両者をつなぐ生活科の教科特性
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「人間教育学セミナー」講演会（'13.5.1.）
我が国の初等教育の特徴と教職の意義

－幼児教育と小学校教育＆学びの<In･About･For>－
木村吉彦（教育実践高度化専攻・教職デザインコース）

＜シラバス＞
我が国の学校教育、とりわけ初等教育において最も重要なことは、子どもの全人的な

理解である。そのとき幼児・児童・生徒の発達特性に基づき、「遊びや主体的な活動、客
観的な学習における子ども理解」の考え方と実践的な力量が初等教育教師に求められる。
そこでは、教科書学習だけではなく、子どもが（学習も含めた）活動や体験をを通して
どのような資質・能力を身に付け、人間としての成長が観られるのかを的確に把握する
必要がある。本講演では、幼児教育と小学校教育との異同から始まり、幼児教育と小学
校教育をつなぐ生活科の教科特性、さらには、総合的な学習も視野に入れた連続的な子
ども理解のあり方を理解するための「学びのIn･About･For」理論について、皆さんと学び合
います。

プロローグ

学校教育法第１条＜学校の範囲＞（平成 19 年改正）
この法律で、学校とは、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支

援学校、大学及び高等専門学校とする。
この法文から、日本の学校教育制度は…

初等教育：幼稚園・小学校 ⇒｢学級｣担任制
中等教育：（前期中等教育）中学校 、（後期中等教育）高校 ⇒｢教科｣担任制
高等教育：（短期も含めた）大学、大学院

Ⅰ．初等教育（幼児教育＆小学校教育）の特徴と両者をつなぐ生活科

はじめに
子どもにとって幼稚園・保育園から小学校への入学とは、遊び中心の生活から（教科）

学習中心の生活へと生活スタイルが大きく変わることである。幼児期の子どもたちは遊
びながら様々な資質や能力を身に付けているが、小学校以降は、学びや育ちが点数化さ
れたり行動内容によって判断・評価されたりする。どちらも「学び」「育ち」（様々な力
を身に付けていく姿）は共通であるが、その質が違っていると言わざるを得ない。

そもそも、連携とは「同じ目的を持つ者が互いに連絡を取り、協力しあって物事を行
うこと」である。幼・保-小連携の鍵は、幼児教育と小学校教育について、それぞれの教
師がお互いをよく知り、お互いを理解し合うことである。中・高も含めた異校種間連携
にとってのキーワードは、「相互理解」と「互恵性」（お互いにメリットが見いだせる活動。
具体的には交流授業など）である。

ここでは、幼児教育と小学校教育の違いを「教育目的論」「教育方法論」「教育評価論」
の３観点から明らかにし、両者をつなぐことで初等教育における学びの連続性を保つも
のとしての生活科の特質や遊びの意義を明らかにする。

１．幼児教育と小学校教育の違い
(1)教育目的の観点から

『幼稚園教育要領』や『保育所保育指針』の中の「ねらい」を具体的に見てみると、
それらは育てたい子ども像であり、子どもを育てる方向性を示したものである。例えば領
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域「健康」のねらいは次のようになっている。
領域「健康」ねらい(1)明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。（心情）

(2)自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。（意欲）
(3)健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。（態度）

この中の(2)は、「自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとすることのできる子
ども」、つまり運動好きの子どもを育てることを意味している。幼児教育の場合、サッカ
ーで運動好きになってもよいし、縄跳びで運動好きの子どもになってもかまわない。ま
た、シュートが上手かどうか、縄跳びが何回跳べるかは特に問われない。このように子
どもの育ちの方向性を示す教育目標のことを 方向目標 と言う。

一方、小学校ではどうだろうか。「なわとび名人カード」というものを多くの小学校
で出している。教科・体育の目標として「運動好きの子どもを育てたい」という方向目
標もあるはずであるが、実際の授業となると、例えば前回り３０回以上跳べないと「な
わとび名人」のスタンプはもらえない。このような教育目標を到達目標 と言う。もちろ
ん、どっちがよくてわるくての問題ではない。

先ほど述べたように、小学校教育では点数化されたり目に見える行動によって評価さ
れるために、その達成度・到達度を中心に学習が展開される。それに対して、幼児教育
ではその子が育っている方向性を大事にし、どこまでできるかの到達目標は基本的に問
わないことが教育目的論からの両者の違いである。
(2)教育方法の観点から

幼児教育の基本は「環境を通して行う教（保）育」である。これは、子どもが自分か
ら進んで動き出したくなるような教（保）育環境設定に基づく教育・保育が展開される
ことを意味する。これを間接教育と言う。すなわち、間接教育とは、教（保）育のねらいや
目標を学習（保育）環境に反映させることによって、学習者（子ども）の主体的な活動を誘発しよ
うとする教育の方法のことである。この教（保）育環境には、物的環境と人的環境の２種
類がある。具体例として、本学の附属幼稚園担任によるサッカー大会の姿を話す。

一方、教科書を使って行われる方法に代表される直接教育が小学校以上の教育方法の
中心である。「何頁を開きなさい、そこを読みなさい。」というように、教師のねらいや
意図を直接指示・命令することで行われる教育方法である。

間接教育を中心として教育・保育が展開されるのが幼児教育、直接教育を中心とした
（教科学習中心の）教育が展開されるのが小学校教育である。ここでも、どちらがよい
わるいの問題ではない。幼児教育にあっても「次はお食事だから手を洗いましょうね。」
といった直接的な指示による保育も行われているからである。

(3)教育評価の観点から
幼児教育では、他児と比べての評価は考え方として間違っている。他者と比べてその

子を集団の中に位置付けたりして評価することを相対評価(集団準拠評価）と言う。それ
に対して、その子自身のかつての姿と今の姿を比べてその「伸び」を明らかにすること
を個人内評価と言う。これは、他者との比較によらない評価という意味で絶対評価の考
え方である。幼児教育の評価では、絶対評価が基本である。ここでもう一度確認する。

個人内評価とは、子どものかつての姿と今の姿を比べて、どういう方向に育っているかを確
かめながら行う子ども理解の方法である。子どもを全人的に捉えながら行う保育・教育にとって
重要な評価のあり方であり、徹底した絶対評価の考え方に基づくものである。

ここ２０年ほど、小学校以上の学校教育においても絶対評価が主流になっている。学
校では、教育目標を子どもの姿で書き出した「評価規準（ひょうかき（のり）じゅん）」を指導
案に書き出す。これは、子どもの姿と教師のねらいの接点を見出した形で教育目標を設
定したものである。評価に際して小学校教師は、この目標に対して子どもがどの水準に
まで達しているのかを見取る必要がある。これが、「目標準拠評価」と呼ばれる小学校教
育での絶対評価のあり方である。

現在の指導要録の３年生以上に「評定欄」が残っている。しかし、「評定」であっても
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教師の作成した評価規準に対してどのレベルにまで達しているかを例えば３段階評価で
記述するといった、他者との比較によらない評価方法が取り入れられている（中学校に
おいても）。従って、かつては相対評価を意味していた「評定」であるが、今ではすべて
が絶対評価の考え方に基づく「一人一人の生きる力」の育ちが評価の対象となる時代である。
「生きる力」とは、「いかに変化の激しい社会にあっても、主体的に自分の人生を生き抜こうとす
る力」のことだからであり、他児との比較の問題ではないからである。

結論としては、幼児教育では個人内評価という絶対評価の考え方に徹することが評価
の本質である。一方、小学校でも、現在は他者との比較をせずに（目標準拠の）絶対評価を
もとにして全人的に子どもを理解しようとする評価が求められている。
(4)まとめ（３つの視点による幼児教育と小学校教育の違い一覧）

幼児教育 小学校教育

目的論 方向目標中心 到達目標中心（方向目標もあり）

方法論 間接教育中心 直接教育中心（生活科以外）

評価論 徹底した絶対評価の 評価規準（ABC 評価）を前提(絶対評価の考え方)、
考え方（個人内評価） 評定欄もあるが、考え方は絶対評価

２．幼児教育と小学校教育をつなぐものとしての生活科
次に生活科の教科特性を、やはり３つの観点から明らかにしよう。

(1)教育目的の観点から
生活科の究極的な目標は「自立への基礎を養う」という抽象的な内容である。人間が独

り立ちするための基礎的部分を育てるという子ども像と育てたい方向性が示されている。
これは明らかに「方向目標」である。しかし、実際の授業では、子どもたちが独り立ちに
向かってどのくらい育ったかを見取りつつ、また独り立ちするための資質・能力を「到達目
標（行動目標）」として設定して授業を展開して構わない。例えば、この単元を通して子ど
も達には「自分の考えを人前で堂々と発表できるように指導しよう」という到達目標（行
動目標）を設定して活動に取り組んでよい。つまり、 生活科の場合、個々の単元や個々
の児童に対しては、具体的な「到達目標」を設定することは可能であるし、全く問題は
ない。

すなわち、生活科の教育目標は「到達目標を内に含んだ方向目標」である。
(2)教育方法の観点から

例えば、「秋をさがそう」という単元では、教師がどんぐりを教室に持ってきて見せ、
「これが秋ですよ、覚えなさい」と教えるようなことはしない。そうではなく、低学年
教師は子どもたちに秋を見つけさせようとして公園に連れて行き、子どもたちが自ら秋
を見つけたくなるように仕向ける。秋を見つけさせたいという教師のねらいが反映され
た公園という（物的）教育環境に子どもを連れ出し、子どもが自分から秋を見つけたく
なるよう言葉がけ（人的教育環境）をして授業をする。これは、まさしく間接教育の考
え方による教育の方法である。 一方、教室に戻ったら、作文シートや学習カードに今
日の活動や感想を書く時間を設ける。このとき教師は、「カードや作文に書いてね」と直
接（教育）指示をする。

このように、生活科の方法論の基本は間接教育であり、「教え込み」「指示・命令」は極力
控えるが、適宜直接教育も取り入れた指導が行われる。

(3)評価論の観点から
生活科では対象が小学校低学年ということもあり、絶対評価の考え方を基本にして評
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価活動を進めなくてはならない。他児との比較によるのではなく、まさにその子の「伸び」
を認めて褒めてあげることが基本である。しかし、小学校なので、指導案の中には「評価
規準」を書き出す必要がある。その目標に関してどのような姿を見せているか、そして
その目標に対してどのレベルにまで達しているかを見極めるのが生活科の評価活動にな
る。他者と比べることはないが、教師の設定したねらい、すなわち「評価規準」に忠実
に学習活動を展開することが求められる。従って、生活科の評価は評価規準を前提とした
個人内評価である。
(4)幼小連携の鍵を握る教科としての生活科

以上のように、生活科は、幼児教育と小学校教育の両方の性格を併せ持つ教科であり、幼
小連携の鍵を握る教科である。それは、生活科が幼児期の学びと新入児童１年生の学びをつ
なぐ役割を果たしていることを意味している。
(5)両者（幼児教育と小学校教育）の関係と接続期カリキュラム

現在、日本全国の都道府県・市町村教育委員会が、幼児教育と小学校教育をつなぐカリ
キュラム（スタートカリキュラム＆アプローチカリキュラム＝接続期カリキュラム）作成と実践に
取り組み始めている。

<教育内容・教育方法の円滑な移行> <活動内容の質的移行>

＜学習による知識技能獲得＞
小 総 従来の 学ぶ （理解・習得・探究など）
学 教科学習による ↑ 考えてみたい・明らかにし
校 合 教育 ↑ たい・ 調べたい・ 知りた

↑ い・作りたい・表現したい
↑ ・なりたい・やってみたい

生活科 接 ↑ ・見てみたい・触れたい…
スタートカリキュラム 続 ↑ など。

↑ （楽しみ・没頭など）
幼 アプローチカリキュラム 期 遊ぶ ＜遊びながら多くのことを
保 生活・遊びによる教育 身に付ける＞

（布谷光俊「幼・小の接続，発展と生活科」＜『信州大学教育学部紀要 第 76 号』'92 ＞をもとに）
＊＊学ぶ：学習活動を通して、意識的・意図的に知

識・技能や資質・能力を身に付ける。
＊遊ぶ：遊びや生活のなかで、無意識のうちに

（教師・保育者はいずれの場合も意図的） 知識・技能や資質・能力を身に付ける。

Ⅱ．遊びの意義―５歳児と１年生の学びをつなぐ重要な要素

遊びの意義：自分で決めた課題（内なる課題）を自分の力で解決（実現）しようと
内なる課題 する体験＝自己実現体験（達成感・成就感）
への対応力 ⇒自己肯定感（「ぼくだってやればできる」、「わたしだっ
↑↓＜生活科＞ てがんばればできる」）
外からの課題 ⇒生きる自信（主体性の源）⇒⇒「生きる力(の基礎)」
への対応力 ↑…人生の根本課題に対応するための原体験

幼児の生活の中心をなす遊びには、子どもの成長にとってどんな意味があるだろうか。
遊びとは、自分で見付けた課題を自分なりの方法で、自分の力で実現・達成することのでき

る活動（体験）である。そこでは、自己選択・自己決定・自己実現の機会がふんだんに与えら
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れる。「やったぁ！」という思い、「自分もなかなかやるもんだ」という思い、「ぼくも
やればできる」という思い、これらの達成感・自己肯定感が自分づくりの原点である。自
分づくり、すなわち「主体性」の源の提供、「主体性の確立のチャンス」の提供、これが遊びのも
つ一番の意義である。自分の好きな遊び（自分で決めた課題）に没頭・専念・集中でき
て自分の力で実現を果たすという自己実現の体験から、「ぼくは、縄跳びが大好きです」
「私は鉄棒が得意です」というような、「自分は～ができます」、「自分は～が大好きで
す」「自分は～が得意です」という自分を意識・自覚することができるようになる。

一方、「小学校学習指導要領」の国語で言えば、漢字を「１年生ではこれだけ覚えなさ
い。」「２年生ではこれだけ、３年生では…」というように、課題は自分で決められない。
覚える内容が最初から決められていて、常に外からの課題としてやってくる。その課題
に自分はどう対応するのかが求められる。それが小学校以上の教育である。もちろん私
たちおとなも常に外から課題が与えられて、それにどう応えるかが問われる。「外からの
課題」に応える力の前提となる「内なる課題への対応力」をつくるのが幼児教育の遊びであり、
生活科の遊び的要素であり、そこではぐくまれる主体性なのである。自分の課題を自分で決
めて、その実現に邁進、努力する。その経験の積み重ねが、やがて、外から与えられた
課題にも対応できる力へとつながっていく。このような自己実現の体験が、５歳児と小学
校１年生に最も必要とされる学びの内容である。

Ⅲ．子どもの成長を連続的に捉える「学びの In・About・For」
～生涯学習におけるスタートカリキュラムの意義～

はじめに
初めに述べたように、教師にとって大切な発想は，子どもの学びや育ちを連続的に見

取ろうとすることである。私は，子どもの成長を連続的に見ようとするときのヒントと
して「学びの In・About・For」という考え方を提唱している。本項では，この「In・About
・For」をもとに，子どもの発達段階に応じてその都度大事にしたい活動と育てたい資質
能力とは何かについて明らかにしたい。また，「学びのIn・About・For」は，子どもの育ちを
全人的に捉える際の有力なヒントである。従って，子どもをトータルに（全人的に）育て
ようとする幼児教育・生活科・総合的な学習を念頭に置いた発想であることをはじめに
断っておく。

１．学習の流れの象徴としての「Ｉｎ・Ａｂｏｕｔ・Ｆｏｒ」
まず，「In・About・For」とは，もともとイギリスの環境教育の用語である。

(1)Ｉｎとは
In とは，学習対象となる場所そのもの（例えば森や川）に入り込むことによって，そ

の場所がどういうものであるかを体と諸感覚の全てを使って満喫し，学習対象を体感・
体得できるような体験に没頭・集中する活動を象徴している。学習対象であるその場に
たっぷり浸りきる中で，森に枯れた部分があることや川上なのにプラスチックトレーな
どのゴミが存在することに気付くことができる。このように，Inの活動では，活動への集
中力や体験を通した感性的な課題発見力の育ちが期待できる。
(2)Ａｂｏｕｔとは

Aboutは， In の活動の中で見付けた感性的な課題についてこだわりをもち，その疑問
（「どうして所々で変に枯れているの？」「どうして，こんな山の中の川上にゴミが流れ
てくるの？」）について解決しようと，さまざまな調べ学習に取り組む活動を象徴してい
る。ここでは，知的な課題発見力（酸性雨・ゴミ問題）と課題を解決するための情報を
集める力の育ちが期待できる。この情報収集力とは，「（最終的には自己の生き方を）考える
材料を集める力」を意味する。
(3)Ｆｏｒとは
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Forの活動とは，調べ学習によって自分で集めた情報（考える材料）を駆使して，学習
対象に対して自分はどういう貢献ができるかを考える活動の象徴である。例えば，「森の
ために僕は何ができるのだろうか，川をきれいにするために私は何をしなければならな
いのだろうか」などと考えを進めることである。このForの活動は，考えを深め自分で得
た結論に基づいてどのような行動をとるか，どのように自分の考えを伝えようかといった「行動
力」や「自己表現力」にまでつながるものと捉えている。
(4)活動や体験に基づく探究的・主体的な学習

以上のように，「体験や活動をする・課題を見付ける<「かかわる・みつける」>（In）
→こだわりを持つ・情報を集める<「こだわる・しらべる」>（About）→何ができるか考
える・判断し行動する＜広義の自己表現＞<「考える・表現する」>（For）」という，体
験や活動を通して行われる一連の学習の流れを象徴するものとして「In・About・For」
がある。ここで大切なことは，感性的な課題発見力・知的な課題発見力・情報収集力な
ど，自分で見つけた課題に対してこだわり、様々な方法を駆使して情報を得ようとする意欲が
根底にあって初めて、考えるという活動が成り立ち、様々な問題について解決する力が育つと
いうことである。活動や体験の中での主体的な課題設定があってこそ，探究的な学習が
成り立つ。これは，現在の我が国の学校教育の最大の課題である「生きる力」育成の切り札
となりうる学習過程である。

２．子どもの育ちを連続的に見取り，全人教育につなげるための「In・About・For」
一方，私は，この「In・About・For」を，子どもの発達段階に見合った，その時期に

最も大切にしなければならない活動内容とその発達段階に応じて育てたい資質・能力を
象徴するものとしても考えている。幼児期から中学校卒業までを視野に入れ，それぞれ
の時期に最も大切にしたい活動とそこで育まれる資質・能力を表にしたものを，次に載
せる（幼児期から中学校期までを視野に入れた「学びのIn・About・For」 ）。ここには，子ど
もの学びや育ちを連続的かつ全人的に捉え，目の前にいる子ども（自分が直接受け持っ
ている子ども）だけでなく，子どもたちのこれまでとこれからを強く意識し，しっかり
した見通しをもって子どもの教育に当たることの大切さも示されている。

＜子どもをト ータルに（全人的 に）捉える保育・教育＞
保育（遊び） ⇒ 生 活 科 ⇒ 総 合 的 な 学 習

Ｆｏｒ（～のため に） ①誰のために ＜他者意識＞
②何のために ＜自己の生き方＞

Ａｂｏｕｔ （～について） 追究の 第二段階・思考力
こだわる ・調べる・知ろ うとする ・表現力・実行力

＜知的好奇心・ 調べ方・学び方＞
Ｉｎ 追究の第一段階
（～の中へ） ・こだ わりを見つける力
没頭する・夢中にな る・ 浸る ・情報収集力

＜自己中心性・直接 経験･体験を通した 学習＞
・集中力⇒ ⇒・主体性の育成

幼 児 期（３歳～） 低 学 年 中 学 年 高学年(中学生)
＝「知性の土台」作り 「わたしは◯が好きです，得意です。」」 「わたしは～について知っています」 「わたしは△についてこう考えます」

児 童・生 徒 期 →生涯学習論にも応用可

「学びの In・About・For」の 図
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それぞれの時期の特徴と In・About・For のかかわりは以下の通りである。
(1)幼児期から低学年期

この時期の自己中心性とは，自分にとって身近なものについてはよく学ぶ（よく覚える・よく身
に付ける）という特徴をもっている。従って，自分の好きな遊びや自ら選んだ活動に「没頭
する体験」が重要である。この体験が集中力を生み，人間としての主体性の源を創る。
また，この時期の諸感覚をフルに使った活動が感覚（感性）的な課題発見力を育てる。
幼児や低学年であっても，遊びの対象や遊び相手へのこだわりはあるし，年長児にもな
れば，「年少児のために・赤ちゃんのために何ができるか」（お兄さん･お姉さん意識）を
もつので，In を中心としながらも，About・For も意識した保育や学習が必要である。と
りわけこの時期に育つ集中力は「ぼくは～が大好きです」「わたしは○○が得意です」な
どと，自信を持って自分を前面に出す力（主体的に生きる力）に結びつく。これが，文
字通り「自立（独り立ち）への基礎」である。生活科が最も大切にする「自己肯定感」は，
幼児期から児童期初期にかけての「自己実現」体験や「成就感・達成感」経験がもたらしてくれ
るものであり，主体的に生きる人生のスタートラインを示してくれるものである。「スタート
カリキュラムとは，人生のスタートカリキュラムである」とはこのことを意味するのである。
(2)小学校中学年期

この時期は，知的好奇心が旺盛になる時期である。また，７歳をその芽生えの時期で
あるとする「抽象的な思考力」も育っている。従ってこの時期の児童は，自分で興味・関
心の対象や課題が発見でき，こだわりを見つけることができる。そこで，この時期の子
どもたちに対しては，自分のこだわりに基づいた「調べ学習」を設定する必要がある。この
時期の子どもたちは，「おもしろそうだから調べよう」「興味があるから知りたい」と考
える時期だからである。ただし，ここで全員に「社会的な問題意識」レベルを要求する
のは，個人差はあるものの少し無理があるように思われる。表の中の「追究の第一段階」
とは，必ずしも社会問題へ直結しなくとも自分の興味・関心を大事にした追究でいいの
ではないか，という意味である。とにかく，調べ学習（本やインターネット）や情報収
集の体験（インタビューなどの取材体験）を多くもつことで，「考える材料集めの力＝情
報収集力」を養いたい時期である。この情報収集力が次のＦｏｒの活動（思考中心の活動）に
直結する。
(3)小学校高学年期（中学生期）

私は，Ｆｏｒ（～のために）の思考の中に二つの種類の思考力を見出している。一つ
は，「誰のために」という他者意識（相手意識）のある思考である。この他者意識のある思考
を促すことで社会的な問題意識（地球環境のために・高齢者のために・ゴミ問題のため
に等）に裏付けられた学習が可能になる。これが「追究の第二段階」である。

もう一つは，「何のために」という自分のやっている活動や学習の意味を問う思考である。
これは，「誰のために」も含めて，自己の生き方について考える力につながる。言うまで
もなく，この考える力は総合的な学習の究極のねらいとなる思考力である。
さらに言えば，私は，小学校高学年や中学生の総合的な学習においては，考えたこと

をもとにした判断力（「酸性雨を食い止めるために僕は二酸化炭素をなるべく出さないよ
うに生活する」「自分自身もゴミの分別と回収方法をしっかり守る」）や，行動力＜広い
意味の自己表現力と考えてよい＞（「近くに移動する時はクルマを出してもらわずに，自
転車を使うことにしよう」「ゴミの不法投棄を防ぐための看板を立てよう」）といった，
日常生活に直結する資質・能力も養うように努めなければならないと考えている。この
ように，自我の発達がある程度のレベルにまで達したと考えられる小学校高学年以降では「t
hinking for～」から派生して，「judge」と「do」の力まで育てたい。このことは，先にも述べた
ように，思考力というものがそれだけで意味を成すものではなく，自分の生活行動にま
で結びついて初めて意味を成すものであることを示している。これが，活動や体験を通
して学習対象とかかわり，思考力を育み，全人的な育ちにまで達することの究極的な意
味だと思われる。
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小学校高学年や中学生における実際の学習活動においては，調べ活動をはじめに行い，
ある程度の基礎知識を得た上で活動（体験）に入ることが多い。これも，発達段階を見
据えた学習のあり方として認められてよいであろう。ただし，高学年・中学生の学習にお
いてもAbout・Forを中心に置いたとしても，やはり幼児期・低学年期の部分で述べたように，In
の活動を大事にして確保する必要がある。頭でっかちの学習だけでは，実生活に根ざした探究
的な学習（PISA型学力の育成）は期待できないからである。
このように考えると，学習の流れにおいても，発達段階に即した学習においても，In

の学び（感性と身体を通した体験）があって初めて，課題発見と課題解決への意欲がわ
き，About・For の学びにつながっていくのだと言える。「知性の土台」とは，全人的な
人間形成の土台をも意味している。スタートカリキュラムのめざす人生のスタートライ
ンの一つにこの「知性の土台」がある。

３．生涯学習における「In・About・For」とスタートカリキュラム
これまで述べてきたように，この「学びの In・About・For」理論は，学校教育にとど

まらず，私たち人間が生涯学び続けるに当たって求められる資質能力の育成とそれを実
現するための活動との関連を示唆している（生涯学習論への応用）。

すなわち，実生活上の体験や活動及び経験（体験したことの意味付け・価値付けた結
果）を通して，自分自身の課題を見極め，必要な情報を集めた上で考え，判断・決断し，
行動に移したり他者に向かって意志を表明するという一連の日常生活の流れを「In・
About・For」は示してくれているのである。とりわけ，実体験（In）に基づかないと本
質的な問題解決には至らないという現実がある。この実体験を通して自分自身にとって
の問題把握を十分に行うことが成人後の私たちに求められている。その上で，他者意識
と自己意識との両方を踏まえた問題解決にまで到達することが今の私たち日本人に必要とさ
れる国際学力の本質的内容である。従って，自分にとって身近な日常の中で見出した課
題に主体的に対処する力こそが，我々の人生を決める「生きる力」である。この「生き
る力」の基礎を培う時期が自分にとって身近な問題（遊びも含め）に没頭・専念してそ
の実現・解決に当たる幼児期から小学校低学年期であると言える。まさに，スタートカ
リキュラムはそれぞれの人生の「基礎力」を養成し，その後の人生の在り方を決めるも
のである。この時期の育ちが，やがて情報収集力の育成を経て，他者意識をもって自己
の生き方にかかわる思考・判断・表現する力につながっていく。小学校入学当初におけ
るスタートカリキュラムこそが主体的に生きる人生のスタートラインである。

エピローグ：教師としての役割
‘Ｔｅａｃｈｅｒ’もいいけど、‘Ｅｄｕｃａｔｏｒ’をめざそうよ

生活科の今回の改訂では、教科目標はそのままであるが、学年目標が一つ増え、「自
分のよさや可能性に気付く」ことが改めてクローズアップされた。これは、「自立への基
礎を養う」ために大切な「自己認識」つまり「自分自身への気付き」の重要性を再確認
したことを意味している。私たち教師は、「できるようになったぼく・わたし」「わかるようにな
ったぼく・わたし」を子どもたちにしっかり自覚させ、子どもたちの「自己肯定感（「自尊感情」とも
言い換えられる）」と「生きる自信」をさらにはぐくんでいかなくてはならない。今改訂によって自
己認識の重要性が再確認されたことは、まさに「生きる力」育成の切り札としての生活科の
面目躍如といったところである。

そもそも生活科は、２１世紀に求められる我が国の教育の方向性を示したものであっ
た。その方向性とは、我が国の学校教育の基本方針として改めて強調された「生きる力」
の育成である。生活科は、従来教科と異なり、教科の学問的背景を持っていない。しか
も、活動や体験を通して学習するという方法を大切にするので、目の前の子どもたちは、
一体何に興味・関心があるのか、どんな活動をやりたがっているのかという「子ども理
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解」がはじめにある。同時に、唯一の正しい答え、決まった答えというものもない。子
どもそれぞれの中から引き出され、生み出された答えがすべて○（まる）である。従っ
て、教師は、子どもと共に活動し、共に学習を創りながら、子どもの内にある力を引き
出すような授業を心がけなければならない。

日本語で「教育する」と訳される‘ｅｄｕｃａｔｅ’の元々の意味、それは「引き出
しを開ける」という意味である。外から見て何が入っているか分からないものを引き出
して中身を明らかにする、ということである。教育学の見地からすると、「潜在的な力を引
き出して顕在化する」「内なる力や思いを外に出してあげる」「子どもの可能性を引き出してあげ
る」ということになる。幼児教育を初めとして、生活科や総合的な学習で最も大切なことは、
子どもの思いや願い、興味・関心、意欲、好奇心、探究心、自己表現力等々、これら全
てを「引き出してあげる」教師の姿勢である。従って、遊び・生活科・総合的な学習で
子どもを育てようとするとき、教師の心構えとして大切なのは、「教える」だけでなく「引き出
す」ことである。

ここで皆様に標題を再提案します。

‘Tｅａｃｈｅｒ’もいいけど、‘Eｄｕｃａｔｏｒ’をめざそうよ


